
単 元 

（教材） 

だいじなところに 気をつけて読もう 

サンゴの海の生きものたち      話す・聞く 1  書くこと 4  読むこと 6    （11 時間）  10 月

目 標 

・海の中の生き物の様子を想像しながら読み，説明の順序に気をつけて，生き物のかかわり方について大体の内容を

読むことができるようにする。 

・海の生き物の様子やかかわり方について調べ，紹介文に書くことができるようにする。 

単元目標

と生き方

探究教育

との関連 

※海の生き物がお互いに関わり合いながら生きていることを本文から読みとり，協力することや助け合うことのすば

らしさに気づいている。（人間関係形成能力） 

※自分の集団の中での役割を理解しながら，相手意識をもって「生きものカード」を書いている。（社会参画能力）

※「生きものカード」を書く際に，読みたい本をみつけ，生き物を選んだり，友だちや先生のアドバイスを生かした

りしながら，主体的に決定し，「生きものカード」にかいている。（意思決定能力） 

単元の 

評価規準 

・国語への関心・意欲・態度 

・書く能力 

・読む能力 

・言語についての知識・理解・

技能 

・大事なところに気をつけて読もうとしている。 

・知りたいことを調べたり，探したりして分かったことを紹介文に書いている。 

・説明の順序に気をつけて大体の内容を読んでいる。 

・片仮名を読んだり書いたりして，文や文章の中で使っている。 

時 学習活動（●中心活動 ・活動内容） ○支援 ＊留意点 

評価の視点（評価方法） 

※準備物 

→評価と関連している 

生き方探究教育の力 

1 

●海の生き物について話し合ってイメージを

広げ，内容を知る。 

・海の生き物について夏休みの経験などから発

見したことを話し合う。 

・メモにとりながら，ブックトークを聞いたり，

ビデオを鑑賞したりする。 

・メモしたことの中から，特に自分が感動した

ことを発表する。 

・範読を聞き，登場する生き物を知る。 

 

 

 

 

 

 

○サンゴの海に関する図書を3～4冊紹介すること

により，本文やサンゴの海に興味をもつことが

できるようにする。 

 

○サンゴの海のビデオを視聴することにより，登

場する生き物のイメージを広げることができる

ようにする。 

※「サンゴの海」についてのビデオ

や本 

 

 

 

 

 

 

→情報活用能力 

2 

●全文を読んで，読みのめあてをもつ。 

 

・グループで話し合って，特に不思議だったと

ころ，わからなかったことろ，おもしろかっ

たところを場面ごとに選ぶ。 

 

・「生き物同士のかかわりを調べて生き物図鑑

をつくる」という単元の出口を知る。 

＊グループになって，互いに相談しながら読みの

めあてを考えるようにする。 

○大事なところに印をつけながら読み合うことに

より，生き物同士の関わり合いを読み取りやす

くすることができるようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

→意思決定能力 

3 

●読みのめあてを基に，イソギンチャクとクマ

ノミそれぞれの体の仕組みと関わり合いを

読み取る。 

・グループに分かれて役割を決め，文章に合わ

せて体を動かしたりして音読し合う方法を

知る。 

＊生き物の関わり合いを読みとるために，役割読

みをどのように工夫すればいいか例示するよう

にする。 

○グループでの役割を明らかにすることにより，

協力することや役割を果たすことの大切さに気

づくことができるようにする。 

 

 

 

 

 

 

→社会参画能力 

4 

●読みのめあてを基に，イソギンチャクとクマ

ノミの関わり合いを，表や絵で表す。 

・グループで話し合い，イソギンチャクとクマ

ノミの秘密を見つけて付箋紙に書く。 

・秘密を書いた付箋紙を基に，クラスで話し合

って二つの生き物の関わり合いを表や絵で

まとめる。 

・生きものの秘密を自分のノートにまとめる。 

○イソギンチャクとクマノミの体の仕組みやお互

いの関わり合いを表や絵でまとめることによ

り，関わり合いをわかりやすく理解することが

できるようにする。 

＊板書を写すだけでなく，色を塗ったり文字を強

調したりするなどの工夫をするようにする。 

 

 

 

 

 

 

→情報活用能力 

5 

●ホンソメワケベラと大きな魚たちとの関わ

り合いについて読みとる。 

・教科書の文が，どちらの生き物のことを表し

ているのか考えながら役割読みをする。 

・前時を想起し，役割読みをしながら，本文を

読みとり，グループで話し合って生きものの

＊4 時間目に表を作成した体験を想起するように

する。 

○前時に作成した表を提示して確認することによ

り，児童が類推して主体的に表の作成に取り組

むことができるようにする。 

○グループで話し合ってホンソメワケベラと大き

 

 

 

 

 

→情報活用能力 

○読 全文を読み進めて，読みのめ

あてを選択・決定している。 

（観察，ノート） 

○読 役割読みを通して，登場人物

の関わり合いに気をつけて読ん

でいる。(観察・ノート) 

○読 登場人物の関わり合いに気

をつけて読みながら，情報を抜

き出し，表にまとめている。 

(観察・ノート) 

○読 登場人物の関わり合いに気

をつけて本文を読み進めなが

ら，情報を抜き出して表にまと

めている。(観察・ノート) 

○関 ブックトークやビデオで知

ったことをメモしながら，サン

ゴの海について想像をふくらま

そうとしている。 

（観察・ノート・発言） 



秘密を付箋紙にまとめていく。 

・秘密を書いた付箋紙を基に，二つの生きもの

の関わり合いを表や絵でまとめる。 

な魚たちの秘密を付箋紙に書いていくことによ

り，二つの生き物の秘密を意識しながら意欲的

に活動できるようにする。 

6 

●イソギンチャクとクマノミ，ホンソメワケベ

ラと大きな魚たちとの関わり合いについて

まとめる。 

・海の生き物の関わり合いについて考えたこと

を交流し合う。 

・他の動物の関わり合いについて考えたり，指

導者の話を聞いたりする。 

・自分と周りの人との関わり合いについて考

え，助け合いながら生きている場面を考え，

ノートに書く。 

＊4，5 時間目に作成した関わり合いや生き物の秘

密を整理した表を参照するようにする。 

＊指導者は机間指導を通して児童が書いている内

容をおよそ理解し，次の学習場面でよい例とし

て指名できるようにする。 

○生き物がお互いに助け合いながら生きている姿

に感動する気もちを大切にすることにより，自

分と周りの人との関わり合いに置き換えて考え

ることができるようにする。 

 

 

 

 

 

 

→人間関係形成能力 

7 

●生き物図鑑にのせたい海の生き物を決定し，

読み物資料を読み進め，大切なところをメモ

に取る。 

・読んでもらうという相手意識をもって書く内

容を考える。 

・図鑑のイメージを話し合い，どのような内容

にすればいいか考える。 

・図鑑としてどんな項目を書くかを話合いで決

定し，統一する。 

・なぜその生き物を選んだのか，その根拠を振

り返りカードに書く。 

＊図書室にある生き物に関する本を教室の後ろに

置いておき，日常読書として活用できるように

する。 

○自分の調べる対象を決められない児童には，個

別に相談にのることにより，対象を絞ることが

できるようにする。 

○実際の図鑑の一ページをテレビに提示すること

により，図鑑に描かれている項目を参考にしな

がら，自分たちの図鑑にのせる項目について考

えることができるようにする。 

 

 

 

 

 

 

→意思決定能力 

8 

●生き物について読みとったことを紹介文に

まとめ「生きものカード」に書く。 

・「学校のみんなが楽しめるような図鑑をつく

ってくれたら，理科室の前に展示したい。」

というオファーがあることを知る。 

・読み手を意識して，どんなことに気をつけて

図鑑を書いたらいいか話し合う。 

＊決まった項目を基に，「生きもの図かん」の様式

枠を用意するようにする。 

○生き物図鑑をつくる上で，担任外の先生からオ

ファーが来ていることを知らせることにより，

生き物図鑑をつくる意欲を高めることができる

ようにする。 

 

 

 

 

 

 

→社会参画能力 

9 

・ 

10 

●生き物について分かったことを絵や紹介文

で表し，「生きもの図かん」としてクラスで

まとめる。 

・読み手を意識してどのようなことを工夫した

のか，がんばりカードに記入する。 

●作成した「生きものカード」を他の先生や友

だちに見てもらい，わかりづらいところや足

りないところなどのアドバイスをもらう。 

・アドバイスを生かして修正・加筆する。 

○グループで，できたカードを紹介し合うことに

より，読み手を意識したよりよいものをめざそ

うとすることができるようにする。 

 

 

○外部評価を受けることにより，自分の役割を再

認識しながらカードづくりに取り組むことがで

きるようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

→人間関係形成能力 

11 

●作成した「生きもの図かん」をどうやったら

たくさんの人に読んでもらえるかを話し合

う。 

・「生きもの図かん」を学校のたくさんの人た

ちに読んでもらうために，宣伝方法や工夫に

ついて考える。 

・たくさんの人に読んでもらうための工夫につ

いて考え，よいアイデアを実行する。 

 

＊どんなふうに図鑑を提示すればいいかを話し合

い，「たくさんの人に読んでもらうための工夫」

について考えるようにする。 

○相手意識をもたせることにより，より主体的な

活動にすることができるようにする。 

 

 

 

 

 

→人間関係形成能力 

 

 

 

 

 

→自己理解・将来設計能力 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○書 図鑑に載せる生き物を，根拠

を明らかにしながら決定してい

る。(ノート・カード) 

○書 片仮名で書く語を文章の中

で使っている。 

(生きものカードの下書き) 

○書 自分と周りの人との関わり

合いについて考え，作文に表し

ている。（作文） 

○書 ペアで助言し合いながら，

「生きものカード」に修正・加

筆している。(カード・観察) 

○関 単元を振り返り，自分の学習

への理解や困り，友だちの良さ

を見つけようとしている。 

（カード） 

○話 自分たちの役割を意識しな

がら，どのようなことに気をつ

けて図鑑を作成したらよいかを

話し合っている。 

(観察・発言) 

○話 読む人の立場に立って，「生き

もの図かん」を紹介する方法を話

し合っている。（観察・発言） 



学習指導案     第２学年 国語科 単元名「だいじなところに 気をつけて読もう」 （1時間目/全 11 時間） 

               教材名「サンゴの海の生きものたち」話す・聞く 2 書くこと 4 読むこと 4 

本時の目標 

○ブックトークやビデオで知ったことをメモしながら，サンゴの海について想像をふくらまそうとする。＜関心・意欲・態度＞ 

→情報活用能力 

本時の展開 

学習 

目標 
「サンゴの海のイメージをふくらまそう。」 

学習 

展開 
学習活動（発問） ○支援 ＊留意点 相相談活動 

評価の視点（評価方法） 

※準備物 

課
題
設
定 

・今日から始まる学習の単元の流れを提示する。

みんな，サンゴがひろがる海って見たことあり

ますか。今から写真や映像を見て，イメージを

ふくらませましょう。 

・本時の学習の流れを知る。 

がんばりカードに，この時間にがんばりたいこ

とを書きましょう。 

・めあてを発表する。 

相指導者と相談して本時の学習目標に向けてが

んばりたいことを決定する。 

 

＊がんばることを発表し，目標を意識するように

する。 

※がんばりカード 

 

 

※ブックトークのための本

※ビデオ 

※提示用の写真 

 

 

 

課
題
解
決 

（
個
別
） 

先生が今からいくつかの本を紹介します。初め

て知ったことや感想をメモにとりましょう。 

・メモにとりながら，ブックトークを聞いたり，

ビデオを鑑賞したりする。 

ビデオを見て同じようにメモをとりましょう。 

・メモをとりながら，ビデオを見る。 

○サンゴの海にもぐる人の話に関する図書を３

～４冊紹介することにより，本文やサンゴの

海に興味をもつことができるようにする。 

○サンゴの海のビデオを視聴することにより，登

場する生き物のイメージを広げることができ

るようにする。 

 

課
題
解
決
（
ク
ラ
ス
） 

メモしたことから，感想を発表しましょう。 

・メモしたことの中から，特に自分が感動したこ

とを発表する。 

先生が教科書を読むので，出てくる生き物に線

を引きながら聞きましょう。 

・教科書の範読を聞き，登場する生き物を知る。

・形式段落を知り，段落ごとに番号を打つ。 

＊メモは，簡単な単語だけを書くようにするよう

にする。 

 

＊本文の中に出てくる生き物の横に線を引きな

がら範読を聞くようにする。 

 

 

 

【情報活用能力】 

メディア機器やブックト

ークを通して得た情報をメ

モにとり，今後の自分の学

習計画に生かそうとしてい

る。 

振
り
返
り 

今日の学習を振り返りましょう。 

・がんばりカードに，この時間でわかったことや

がんばったこと，困ったことを書く。 

次の時間にがんばりたいことを書きましょう。 

・次の時間にがんばりたいことを書く。 

・がんばりカードを提出する。 

○学習の振り返りをすることにより，その時間の

自分の理解や困りに気づくことができるよう

にする。 

 

相友だちや指導者と相談し，学習の目標やがん

ばり，困りを振り返ったり，次時にがんばりた

いことを考えたりする。 

※がんばりカード 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○関 ブックトークやビデ

オで知ったことをメモし

ながら，サンゴの海につ

いて想像をふくらまそう

としている。 

（観察・ノート・発言）



学習指導案     第２学年 国語科 単元名「だいじなところに 気をつけて読もう」 （2時間目/全 11 時間） 

               教材名「サンゴの海の生きものたち」話す・聞く 2 書くこと 4 読むこと 4 

本時の目標 

○全文を読み進めて，読みのめあてを選択・決定することができるようにする。＜読む能力＞ →意思決定能力 

本時の展開 

学習 

目標 
「読みのめあてを考えよう。」 

学習 

展開 
学習活動（発問） ○支援 ＊留意点 相相談活動 

評価の視点（評価方法）

※準備物 

課
題
設
定 

今日は，教科書の文を読んで，読みのめあてを

かんがえましょう。 

・本時の学習の流れを知る。 

不思議だな，面白いなと思ったことが，これか

ら学習を進めていくときの読みのめあてにな

ります。 

・がんばりカードに「この時間にがんばりたい

こと」を書く。 

 

 

 

相指導者と相談して本時の学習目標に向けてがん

ばりたいことを決定する。 

 

＊がんばることを発表し，目標を意識するようにす

る。 

※がんばりカード 

 

 

 

 

 

 

 

課
題
解
決
（
グ
ル
ー
プ
） 

班の中で，段落ごとに読み合いましょう。 

聞きながら，しるしをつけましょう。 

・「なんでだろう，どういう意味だろうと不思

議に思ったところ」を○？ ，「おもしろいな，

と感じたところ」を○お として，教科書に印

をつける。 

・グループで話し合って，特に不思議だったと

ころ，おもしろかったところを場面ごとに選

ぶ。 

＊グループになって，互いに相談しながら読みのめ

あてを考えるようにする。 

○大事なところに印をつけながら読み合うことに

より，生き物同士の関わり合いを読み取ることが

できるようにする。 
 
＊机間指導をしながら，児童がどこに印をつけてい

るのか把握するようにする。 

 

課
題
解
決
（
ク
ラ
ス
） 

班の中で出てきた，「不思議だな，面白いなと

感じたところ」を発表しましょう。 

・グループで話し合われたことを発表する。 

・出てきた意見を整理し，クラスの読みのめあ

てとして決定する。 

・「生き物図鑑をつくる」という単元の出口を

知る。 

 

 

○読みのめあてを明らかにすることにより，めあて

を意識しながら音読することができるようにす

る。 

○単元の出口を明らかにすることにより，学習の見

通しを意識し，主体的に学習に取り組むことがで

きるようにする。 

 

【意思決定能力】 

グループで相談して，出

てきた意見の中から読み

のめあてを選択し，発表し

ている。 

振
り
返
り 

今日の学習を振り返りましょう。 

・がんばりカードに，この時間でわかったこと

やがんばったこと，困ったことを書く。 

次の時間にがんばりたいことを書きましょう。

・次の時間にがんばりたいことを書く。 

・がんばりカードを提出する。 

○学習の振り返りをすることにより，その時間の自

分の理解や困りに気づくことができるようにす

る。 

 

相友だちや指導者と相談し，学習の目標やがんば

り，困りを振り返ったり，次時にがんばりたいこ

とを考えたりする。 

※がんばりカード 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○読 全文を読み進めて，

読みのめあてを選択・

決定している。 

（観察，ノート） 



学習指導案     第２学年 国語科 単元名「だいじなところに 気をつけて読もう」 （3時間目/全 11 時間） 

               教材名「サンゴの海の生きものたち」話す・聞く 2 書くこと 4 読むこと 4 

本時の目標 

○役割読みを通して，登場人物の関わり合いに気をつけて読むことができるようにする。＜読む能力＞ →社会参画能力 

本時の展開 

学習 

目標 
「イソギンチャクとクマノミのかかわり合いについて知ろう。」 

学習 

展開 
学習活動（発問） ○支援 ＊留意点 相相談活動 

評価の視点（評価方法） 

※準備物 

課
題
設
定 

今日は，イソギンチャクとクマノミの関わり合い

について知りましょう。 

・本時の学習の流れを確認する。 

・がんばりカードに「この時間にがんばりたいこ

と」を記入する。 

 

 

相指導者と相談して本時の学習目標に向けて

がんばりたいことを決定する。 

＊がんばることを発表し，目標を意識するよう

にする。 

※がんばりカード 

 

 

 

 

 

課
題
解
決 

（
グ
ル
ー
プ
） 

班の中で役割を決めて，工夫して音読しながら，

文に書かれていることを正しく読みとりましょ

う。 

・グループに分かれて役割を決め，文章に合わせ

て体を動かしたり役割読みをしたりして音読し

合う方法を知る。 

 

＊生き物の関わり合いを読みとるのに役割読

みをどのように工夫すればいいか例示する

ようにする。 

＊文章がどちらの生き物のことなのかをグル

ープの中でよく話し合うようにする。 

○グループでの役割を明らかにすることによ

り，協力することや役割を果たすことの大切

さに気づくことができるようにする。 

※教科書の写真の拡大写真

課
題
解
決 

（
ク
ラ
ス
） 

前に出て音読したいグループはありますか。 

・前に出て役割読みを実演し，工夫したところを

発表する。 

・発表のよかったところを見つけて発表する。 

・次の場面でも，同じように役割読みをすること

を知る。 

 

＊あらかじめ，各グループでどのような工夫が

されていたのか机間指導を通して把握する

ようにする。 

○発表したグループの良さを取り上げること

により，次の場面でも主体的に役割読みをす

る意欲をもつことができるようにする。 

 

【社会参画能力】 

 グループの中で役割を分

担し，協力して読み進める

中で，役割を果たすことや

集団で活動することの良さ

を感じている。 

振
り
返
り 

今日の学習を振り返りましょう。 

・がんばりカードに，この時間でわかったことや

がんばったこと，困ったことを書く。 

次の時間にがんばりたいことを書きましょう。 

・次の時間にがんばりたいことを書く。 

・がんばりカードを提出する。 

○学習の振り返りをすることにより，その時間

の自分の理解や困りに気づくことができる

ようにする。 

 

相友だちや指導者と相談し，学習の目標やがん

ばり，困りを振り返ったり，次時にがんばり

たいことを考えたりする。 

※がんばりカード 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○読 役割読みを通して，登

場人物の関わり合いに気

をつけて読んでいる。 

(観察・ノート) 



学習指導案     第２学年 国語科 単元名「だいじなところに 気をつけて読もう」 （4時間目/全 11 時間） 

               教材名「サンゴの海の生きものたち」話す・聞く 2 書くこと 4 読むこと 4 

本時の目標 

○登場人物の関わり合いに気をつけて読みながら，情報を抜き出し，表にまとめるようにする。＜読む能力＞ →情報活用能力 

本時の展開 

学習 

目標 
「イソギンチャクとクマノミのかかわり合いを，ひょうや絵でまとめよう。」 

学習 

展開 
学習活動（発問） ○支援 ＊留意点 相相談活動 

評価の視点（評価方法） 

※準備物 

課
題
設
定 

イソギンチャクとクマノミの体の仕組みや関わり合

いを表や絵でまとめましょう。 

・本時の学習の流れを知る。 

・がんばりカードに「この時間にがんばりたいこと」

を書く。 

 

相指導者と相談して本時の学習目標に向け

てがんばりたいことを決定する。 

 

＊がんばることを発表し，目標を意識するよ

うにする。 

※がんばりカード 

課
題
解
決 

（
個
別
） 

イソギンチャクとクマノミの秘密を付箋紙に書きま

しょう。 

・イソギンチャクとクマノミの秘密を付箋紙に書く。

・付箋紙に書いたことをペアで発表し合う。 

 

○付箋紙に見つけた秘密を書くことにより，

自信を持って話し合いに参加することが

できるようにする。 

 

※教科書の写真の拡大写真

※2 色の付箋紙 

課
題
解
決
（
ク
ラ
ス
） 

付箋紙に書いたこと，表にまとめましょう。 

・秘密を書いた付箋紙を基に，クラスで話し合って二

つの生き物の関わり合いを表や絵でまとめる。 

・クラスで話し合ってつくった表を自分のノートにま

とめる。 

・イソギンチャクとクマノミが助け合いながら生きて

いることに気づく。 

○教科書の写真の拡大したものをさし示し

ながら説明することにより，本文をわかり

やすく説明することができるようにする。 

○イソギンチャクとクマノミの体の仕組み

や，お互いの関わり合いを表や絵でまとめ

ることにより，関わり合いを理解すること

ができるようにする。 

＊板書を写すだけでなく，色を塗ったり文字

を強調したりするなどの工夫をするよう

にする。 

 

振
り
返
り 

今日の学習を振り返りましょう。 

・がんばりカードに，この時間でわかったことやがん

ばったこと，困ったことを書く。 

 

次の時間にがんばりたいことを書きましょう。 

・次の時間にがんばりたいことを書く。 

・がんばりカードを提出する。 

○学習の振り返りをすることにより，その時

間の自分の理解や困りに気づくことがで

きるようにする。 

 

相友だちや指導者と相談し，学習の目標や

がんばり，困りを振り返ったり，次時にが

んばりたいことを考えたりする。 

【情報活用能力】 

付箋紙を活用しながら，

生き物の関わり合いを表や

絵でまとめている。 

※がんばりカード 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○読 登場人物の関わり合

いに気をつけて読みな

がら，情報を抜き出し，

表にまとめている。 

(観察・ノート) 



学習指導案     第２学年 国語科 単元名「だいじなところに 気をつけて読もう」 （5時間目/全 11 時間） 

               教材名「サンゴの海の生きものたち」話す・聞く 2 書くこと 4 読むこと 4 

本時の目標 

○登場人物の関わり合いに気をつけて本文を読み進めながら，情報を抜き出して表にまとめるようにする。＜読む能力＞ →情報活用能力 

本時の展開 

学習 

目標 
「ホンソメワケベラと大きな魚たちのかかわり合いを知り，ひょうや絵でまとめよう。」 

学習 

展開 
学習活動（発問） ○支援 ＊留意点 相相談活動 

評価の視点（評価方法） 

※準備物 

課
題
設
定 

ホンソメワケベラと大きな魚たちの関わり合いを

グループで話し合い，表や絵でまとめましょう。

・本時の学習の流れを知る。 

・がんばりカードに「この時間にがんばりたいこ

と」を記入する。 

 

 

相指導者と相談して本時の学習目標に向けて

がんばりたいことを決定する。 

＊がんばることを発表し，目標を意識するよう

にする。 

＊4 時間目に表を作成した体験を，想起するよ

うにする。 

※がんばりカード 

 

 

 

課
題
解
決
（
グ
ル
ー
プ
） 

今日は，自分たちの力で表を完成させましょう。

・教科書の文が，どちらの生き物のことを表して

いるのか考えながら役割読みをする。 

・前時を想起し，役割読みをしながら，本文を読

みとり，グループで話し合って生きものの秘密

を付箋紙にまとめていく。 

・付箋紙を基に，グループで話し合って表を作成

する。 

○前時に作成した表を提示することにより，児

童が類推して主体的に表の作成に取り組む

ことができるようにする。 

＊教科書の写真を参考にするようにする。 

○グループで話し合ってホンソメワケベラと

大きな魚たちの秘密を付箋紙に書いていく

ことにより，二つの生き物の秘密を意識しな

がら意欲的に表を作成することができるよ

うにする。 

 

※教科書の写真の拡大図 

 

課
題
解
決 

（
ク
ラ
ス
）

クラスで一つの表を完成させましょう。 

・グループで話し合って作成した表を基に，クラ

スで話し合って表を完成させる。 

・ホンソメワケベラと大きな魚たちが助け合いな

がら生きていることを知る。 

＊教科書の写真や，児童の考えた表や絵を拡大

して掲示し，指し示しながら説明するように

する。 

【情報活用能力】 

 付箋紙を活用しながら，

生き物の関わり合いを，表

にまとめている。 

振
り
返
り 

今日の学習を振り返りましょう。 

・がんばりカードに，この時間でわかったことや

がんばったこと，困ったことを書く。 

次の時間にがんばりたいことを書きましょう。 

・次の時間にがんばりたいことを書く。 

・がんばりカードを提出する。 

○学習の振り返りをすることにより，その時間

の自分の理解や困りに気づくことができる

ようにする。 

 

相友だちや指導者と相談し，学習の目標やがん

ばり，困りを振り返ったり，次時にがんばり

たいことを考えたりする。 

※がんばりカード 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○読 登場人物の関わり合

いに気をつけて本文を読

み進めながら，情報を抜

き出して表にまとめてい

る。(観察・ノート) 



学習指導案     第２学年 国語科 単元名「だいじなところに 気をつけて読もう」 （6時間目/全 11 時間） 

               教材名「サンゴの海の生きものたち」話す・聞く 2 書くこと 4 読むこと 4 

本時の目標 

○自分と周りの人との関わり合いについて考え，作文に表すようにする。＜書く能力＞ →人間関係形成能力 

本時の展開 

学習 

目標 
「生きもののかかわり合いについて考えよう。」 

学習 

展開 
学習活動（発問） ○支援 ＊留意点 相相談活動 

評価の視点（評価方法）

※準備物 

課
題
設
定 

生き物がどのように関わり合っているのか考えま

しょう。 

・本時の学習の流れを知る。 

・がんばりカードに「この時間にがんばりたいこと」

を記入する。 

生き物はお互いにどのようにかかわりながら生き

ているのでしょう。 

・助け合いながら生きているということに気づく。

 

 

相指導者と相談して本時の学習目標に向けて

がんばりたいことを決定する。 

＊がんばることを発表し，目標を意識するよう

にする。 

＊4，5時間目に作成した関わり合いや生き物の

秘密を整理した表を参照するようにする。 

※がんばりカード 

課
題
解
決
（
個
別
） 

自分と周りの人が，どのような関わり合いの中で生

きているのか考えてみましょう。 

・周りの人との関わり合いについて考えたり，指導

者の話を聞いたりする。 

自分と周りの人は同じように助け合いながら生き

ていると思います。自分はどんな体験があります

か。付箋紙に書いてみましょう。 

・自分と周りの人との関わり合いについて考え，助

け合いながら生きている場面を考え，付箋紙に書

く。 

 

 

＊わかりやすい例示として，指導者と児童との

関わり合いについて紹介するようにする。 

○指導者が「周りの人と助け合って生きている

例」として自分の体験談を話すことにより，

児童が書く内容を理解することができるよ

うにする。 

＊指導者は机間指導を通して児童が書いてい

る内容をおよそ理解し，次の学習場面でよい

例として指名できるようにする。 

 

課
題
解
決 

（
個
別
・
ク
ラ
ス
） 

付箋紙に書いたことを元にして，原稿用紙に書きま

しょう。 

・付箋紙を元にして，原稿用紙に「自分周りの人と

の関わり合い」について作文を書く。 

みんなの前で発表したい人はいますか。 

 聞くポイント 

①誰との関わりか 

②いつ感じたか 

③これからどうしていきたいか 

○生き物がお互いに助け合いながら生きてい

る姿に感動する気もちを大切にすることに

より，自分と周りの人との関わり合いに置き

換えて考えることができるようにする。 

＊原稿用紙に書く際には，例文や，活用した付

箋紙を参照するようにする。 

＊事前に児童の作文の内容を一通り把握し，特

に取り上げたい児童がいれば指名するよう

にする。 

 

【人間関係形成能力】 

自分が生活の中で，周り

の人と関わり合いながら

生きていることに気づい

ている。 

振
り
返
り 

今日の学習を振り返りましょう。 

・がんばりカードに，この時間でわかったことやが

んばったこと，困ったことを書く。 

次の時間にがんばりたいことを書きましょう。 

・次の時間にがんばりたいことを書く。 

・がんばりカードを提出する。 

○学習の振り返りをすることにより，その時間

の自分の理解や困りに気づくことができる

ようにする。 

＊次の時間は，みんなに紹介したい生き物を決

め，その生き物を紹介する生き物図鑑をつく

っていくことを知らせるようにする。 

相友だちや指導者と相談し，学習の目標やがん

ばり，困りを振り返ったり，次時にがんばり

たいことを考えたりする。 

※がんばりカード 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○書 自分と周りの人との

関わり合いについて考

え，作文に表している。

（作文） 



学習指導案     第２学年 国語科 単元名「だいじなところに 気をつけて読もう」 （7時間目/全 11 時間） 

               教材名「サンゴの海の生きものたち」話す・聞く 2 書くこと 4 読むこと 4 

本時の目標 

○図鑑に載せる生き物を，根拠を明らかにしながら決定することができるようにする。（書く能力） →意思決定能力 

本時の展開 

学習 

目標 
「本を読んで，生きもの図かんにのせたい海の生きものをきめよう。」 

学習 

展開 
学習活動（発問） ○支援 ＊留意点 相相談活動 

評価の視点（評価方法） 

※準備物 

課
題
設
定 

今日は生き物図鑑にのせたい生き物を決めま

しょう。 

・本時の学習の流れを知る。 

・がんばりカードに「この時間にがんばりたい

こと」を記入する。 

生き物を決めたら，何をメモしたらいいかみん

なで話し合いましょう。 

・図鑑のイメージをもって，どのような内容に

すればいいか考える。 

 

相指導者と相談して本時の学習目標に向けてがん

ばりたいことを決定する。 

 

 

※がんばりカード 

課
題
解
決
（
ク
ラ
ス
） 

生き物図鑑には，どんなことを書いたらいいで

しょう。 

・生き物図鑑に書く内容について発表する。 

（図鑑の内容例） 

・生き物の名前 ・絵や図  

・住んでいるところ ・特徴 

・生き物とのかかわり ・大きさ  

・食べるもの  

・みんなが関心を寄せそうなこと 

 

○「生き物図鑑」にはどんな内容を書くのかを話し

合うことにより，どんな観点で調べ，メモすれば

よいか理解することができるようにする。 

＊参考にできるように，図鑑を大型テレビに提示す

るようにする。 

 

 

 

 

 

 

課
題
解
決
（
個
別
） 

今から，自分がのせたい生き物を本や図鑑を見

て決めましょう。 

・図書室や教室の図鑑を参考にしながら生き物

を選択する。 

 

・なぜその生き物に決めたのか，その根拠を振

り返りカードに書く。 

□相 自分が調べたい生き物が定まらない児童は，指

導者と相談して決定していく。 

＊児童がどの生き物を選択しているかを把握し，調

べる生き物が重ならないようにする。 

 

＊図書室にある生き物に関する本を教室の後ろに

置いておき，日常読書として活用できるようにす

る。 

＊次時までに，決まった項目を基に，「生きものカ

ード」の様式枠を用意するようにする。 

【意思決定能力】 

 なぜその生き物を決定し

たのかという根拠を明らか

にしながら生き物を決定し

ている。 

※生き物の図鑑や書籍 

※図書室や図鑑の確保 

 

振
り
返
り 

決めた生き物をがんばりカードに書きましょ

う。 

・がんばりカードに，決まった生き物，その理

由，困ったことを書く。 

次の時間にがんばりたいことを書きましょう。 

・次の時間にがんばりたいことを書く。 

・がんばりカードを提出する。 

○学習の振り返りをすることにより，その時間の自

分の理解や困りに気づくことができるようにす

る。 

＊根拠をもって決められたかどうかを振り返りカ

ードで見るようにする。 

相友だちや指導者と相談し，学習の目標やがんば

り，困りを振り返ったり，次時にがんばりたいこ

とを考えたりする。 

※がんばりカード 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○書 図鑑に載せる生き物

を，根拠を明らかにしな

がら決定している。 

(ノート・カード) 



学習指導案     第２学年 国語科 単元名「だいじなところに 気をつけて読もう」（8時間目/全 11 時間） 

              教材名「サンゴの海の生きものたち」話す・聞く 2 書くこと 4 読むこと 4 

本時の目標 

○学校の中における自分たちの役割を意識しながら，どのようなことに気をつけて図鑑を作成したらよいかを話し合うようにする。 
＜話す・聞く＞ →社会参画能力 

本時の展開 

学習 

目標 
「生きものカードを，どんなことに気をつけて書いたらよいか考えよう。」 

学習 

展開 
学習活動（発問） ○支援 ＊留意点 相相談活動 

評価の視点（評価方法） 

※準備物 

課
題
設
定 

生き物カードをどんなことに気をつけて書

いたらよいか考えましょう。 

・本時の学習の流れを知る。 

・がんばりカードに「この時間にがんばりた

いこと」を記入する。 

初めに，○○先生がみんなにお願いがあると

言って来て下さっています。 

・「学校のみんなが楽しめるような図鑑をつ

くってくれたら，理科室の前に展示した

い。」というオファーがあることを知る。 

相指導者と相談して本時の学習目標に向けて

がんばりたいことを決定する。 

 

 

 

○担任外の先生に依頼されることにより，相手

意識や責任感をもって図鑑づくりに取り組

もうとすることができるようにする。 

※がんばりカード 

※「生きものカード」の枠 

 

 

 

※担任外の指導者と連携する。 

 

課
題
解
決 

（
ク
ラ
ス
・
グ
ル
ー
プ
）

読み手を意識しながら，どのようなことに気

をつけて図鑑を書いたらいいか考えましょ

う。まずは，グループで出し合いましょう。 

・丁寧に書く。 ・漢字には振り仮名を振る。 

・絵を大きくする。 ・字を大きくする。 

・みんなが，へぇと思うようなことを調べる。 

 

みんなに発表してください。 

・クラスで話し合って，書く内容を整理する。 

○読み手を意識することにより，人に読まれる

文章を書く上で気をつけることを考えるこ

とができるようにする。 

 

 

※図鑑の一ページの拡大図 

 

課
題
解
決
（
個
別
・
グ
ル
ー
プ
） 

読む人のことをよく考えながら，メモしたこ

とを基にして，生き物カードの下書きをしま

しょう。 

・生き物カードの下書きを書く。 

 

できた下書きをグループの友だちに見せて，

アドバイスをもらいましょう。 

・アドバイスを生かして修正を加える。 

（アドバイス例） 

 ・字の間違い 

 ・丁寧さ 

 ・色使い など 

＊決まった項目を基に，「生きものカード」の

様式枠を用意するようにする。 

 

 

 

○グループで，下書きを読み合うことにより，

読み手を意識したよりよいものをめざそう

とすることができるようにする。 

○評価を受けることにより，自分たちの役割を

再認識し，緊張感や意欲をもってカードづく

りに取り組むことができるようにする。 

 

【社会参画能力】 

 どのような図鑑が学校のみんな

が楽しめる図鑑なのか考え，自分

たちの役割を意識しながら，話し

合ったり，生き物カードの下書き

を書いたりしている。 

 

 

振
り
返
り 

今日の学習を振り返りましょう。 

・クラスで決めた観点・読み手を意識してど

のようなことを工夫したのか，がんばりカ

ードに記入する。 

 

○学習の振り返りをすることにより，その時間

の自分の理解や困りに気づくことができる

ようにする。 

相友だちや指導者と相談し，学習の目標やがん

ばり，困りを振り返ったり，次時にがんばり

たいことを考えたりする。 

※がんばりカード 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○話 自分たちの役割を意識しな

がら，どのようなことに気をつ

けて図鑑を作成したらよいか

を話し合っている。 

(話し合う様子の観察・発言) 



学習指導案     第２学年 国語科 単元名「だいじなところに 気をつけて読もう」 （9・10 時間目/全 11 時間） 

              教材名「サンゴの海の生きものたち」話す・聞く 2 書くこと 4 読むこと 4 

本時の目標 

○片仮名で書く語を文章の中で使うことができるようにする。＜言語＞ 

○ペアで助言をし合いながら，「生きものカード」に修正・加筆することができるようにする。＜書く能力＞ →人間関係形成能力 

本時の展開 

学習 

目標 

9 時間目「生きものカードの下書きをしよう。」 

10 時間目「生きものカードをきれいにしあげよう。（せい書）」 

学習 

展開 
学習活動（発問） ○支援 ＊留意点 相相談活動 

評価の視点（評価方法） 

※準備物 

課
題
設
定 

下書きを仕上げましょう。できた人は，先

生に見てもらいましょう。 

・本時の学習の流れを知る。 

・がんばりカードに「この時間にがんばり

たいこと」を記入する。 

 

相指導者と相談して本時の学習目標に向けてが

んばりたいことを決定する。 

 

 

 

 

 

※がんばりカード 

課
題
解
決 

（
ペ
ア
） 

・下書きを仕上げる。 

・ペアでお互いに助言し合いながら，より

よいものに仕上げる。 

先生に下書きを見せて，意見を聞きましょ

う。 

＊活動が進むたびに内容をチェックすることで，

児童の活動を把握できるようにする。 

○ペアで，完成したカードを紹介し合うことによ

り，読み手を意識したよりよいものをめざそう

とすることができるようにする。 

 

 

課
題
解
決
（
個
別
） 

下書きができた人は，本番の紙にかきまし

ょう。 

・本番の紙にかく。 

先生や友だちに一度，見てもらいましょ

う。 

・最終チェックを受ける。 

 ※句読点が抜けていないか 

 ※誤字・脱字はないか 

 ※片仮名や漢字を意識しているか 

・生き物図鑑を完成させる。 

 

○読み手を意識することにより，人に読まれる文

章を書く上で気をつけることを考えることが

できるようにする。 

 

○チェックを受けることにより，自分たちの役割

を再認識し，緊張感や意欲をもってカードづく

りに取り組むことができるようにする。 

 

【人間関係形成能力】 

 よりよい図鑑にするために，ア

ドバイスを生かしながら，生き物

カードを仕上げている。 

 

振
り
返
り 

今日の学習を振り返りましょう。 

・がんばりカードに，この時間でわかった

ことや困り，これからの生活で生かした

いこと書く。 

 

○学習の振り返りをすることにより，その時間の

自分の理解や困りに気づくことができるよう

にする。 

相友だちや指導者と相談し，学習の目標やがん

ばり，困りを振り返ったり，次時にがんばりた

いことを考えたりする。 

※がんばりカード 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○言 片仮名で書く語を文章の中

で使っている。 

(生きものカードの下書き) 

○書 ペアで助言し合いながら，

「生きものカード」に修正・加

筆している。 

(生きものカード) 



学習指導案     第２学年 国語科 単元名「だいじなところに 気をつけて読もう」（11 時間目/全 11 時間） 

               教材名「サンゴの海の生き物たち」話す・聞く 2 書くこと 4 読むこと 4 

本時の目標 

○読む人の立場に立って，「生きもの図かん」を紹介する方法を話し合うようにする。＜話す・聞く＞ →人間関係形成能力 

○単元を振り返り，自分の学習への理解や困り，友だちの良さを見つけようとする。＜関心・意欲・態度＞ →自己理解・将来設計能力 

本時の展開 

学習 

目標 
「たくさんの人に読んでもらえる方ほうを考えよう。」 

学習 

展開 
学習活動（発問） ○支援 ＊留意点 相相談活動 

評価の視点（評価方法） 

※準備物 

課
題
設
定 

「生きもの図かん」が完成しました。どのような工

夫をしたら，たくさんの人に読んでもらえるか考え

ましょう。 

・本時の学習の流れを知る。 

・がんばりカードに「この時間にがんばりたいこと」

を記入する。 

相指導者と相談して本時の学習目標に向けて

がんばりたいことを決定する。 

※がんばりカード 

※完成した生きもの図かん

 

課
題
解
決
（
ク
ラ
ス
） 

・「生きもの図かん」を学校のたくさんの人たちに

読んでもらうために，宣伝方法や工夫について考

える。 

どんな工夫ができるでしょうか。 

・グループで，どんな工夫ができるか案を出す。 

・クラスで，どんな工夫ができるかを考える。 

（案の例） 

 ★児童集会で呼びかける。★ポスターをつくる。

 ★意見箱をつくる。★給食放送で放送してもら

う。 

 ★朝の時間にクラスを回る。 

・たくさんの人に読んでもらうための工夫について

考え，よいアイデアを実行する。 

・もう一度自分のカードを振り返り，直せるところ

は直すようにする。 

 

 

＊どのように図鑑を展示すればいいかを話し

合い，「たくさんの人に読んでもらうための

工夫」について考えるようにする。 

○相手意識をもたせることにより，より主体

的に活動することができるようにする。 

 

 

 

【人間関係形成能力】 

 読み手の立場に立って，

いき物図鑑がたくさんの人

に読んでもらえる工夫を考

えている。 

振
り
返
り 

「サンゴの海の生きものたち」の学習を振り返りま

しょう。 

・この勉強をしてみて，または，生きもの図かんを

かいてみての感想を交流する。 

・単元を通しての感想を，がんばりカードに記入す

る。 

がんばりカードを見ながら，この単元をふり返っ

て，自分にどんな成長があったかを考えましょう。

・自分の成長や，がんばりカードを見返した感想な

どを交流する。 

・がんばりカードを提出する。 

□相 単元を通してわからないところなどの困

りがあった場合は，指導者や友だちと相談

し，自分のできる方法で困りを解消できる

ようにする。 

 

＊単元を通して以下のことを振り返り，次の

学習に生かすようにする。 

・学習の目標に対して 

・自分のがんばりや困り 

・単元を通しての自分の成長 

※がんばりカード 

 

 

 

 

 

 

 

【自己理解・将来設計能力】

単元を通しての自分のが

んばりや困り，友だちの良

さなどに気づくことで，次

の単元の目標設定や意欲に

つなげることができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○話 読む人の立場に立っ

て，「生きもの図かん」を

紹介する方法を話し合っ

ている。（観察・発言） 

○関 単元を振り返り，自分

の学習への理解や困り，友

だちの良さを見つけよう

としている。 

（カードへの記述） 



第２学年 国語科 単元名「だいじなところに 気をつけて読もう（サンゴの海の生きものたち）」 1時間目 板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第２学年 国語科 単元名「だいじなところに 気をつけて読もう（サンゴの海の生きものたち）」 2時間目 板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第２学年 国語科 単元名「だいじなところに 気をつけて読もう（サンゴの海の生きものたち）」 3時間目 板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学習の目標              「読みのめあてを考えよう。」 

 

六 

だ
い
じ
な
と
こ
ろ
に
気
を
つ
け
て
読
も
う

「
サ
ン
ゴ
の
海
の
生
き
も
の
た
ち
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

も
と
か
わ 

た
つ
お

学習の目標      「イソギンチャクとクマノミのかかわり合いについて知ろう。」 

 

サ
ン
ゴ
の
海
の
イ
メ
ー
ジ
を
ふ
く
ら
ま
そ
う
。

 

「
す
ご
い
な
。
」
と
か
ん
ど
う
し
た
こ
と
を
、
メ
モ

に
と
り
な
が
ら
、
聞
き
ま
し
ょ
う
。 

●
本
を
聞
い
て 

●
ビ
デ
オ
を
み
て 

出
て
き
た
生
き
も
の
は
？ 

イ
ソ
ギ
ン
チ
ャ
ク 

ク
マ
ノ
ミ
（
ニ
モ
） 

 

ホ
ン
ソ
メ
ワ
ケ
ベ
ラ 

大
き
な
魚 
 

サ
ン
ゴ
？ 

小
さ
な
魚
？ 

六 

だ
い
じ
な
と
こ
ろ
に
気
を
つ
け
て
読
も
う

「
サ
ン
ゴ
の
海
の
生
き
も
の
た
ち
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

も
と
か
わ 

た
つ
お

六 

だ
い
じ
な
と
こ
ろ
に
気
を
つ
け
て
読
も
う 

「
サ
ン
ゴ
の
海
の
生
き
も
の
た
ち
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

も
と
か
わ 

た
つ
お 

読
み
の
め
あ
て
を
考
え
よ
う
。

 

グ
ル
ー
プ
で
、
回
し
読
み
を
し
ま
し
ょ
う
。

 

（
回
し
読
み
の
ル
ー
ル
） 

○？
「
な
ん
で
だ
ろ
う
。
ど
う
い
う
い
み
だ
ろ
う
。」

○お
「
お
も
し
ろ
い
な
。」

イ
ソ
ギ
ン
チ
ャ
ク
と
ク
マ
ノ
ミ
の
か
か
わ
り
合
い

に
つ
い
て
知
ろ
う
。 

 

グ
ル
ー
プ
で
、
や
く
わ
り
読
み
を
し
ま
し
ょ
う
。 

 

（
役
割
読
み
の
ル
ー
ル
） 

③
～
⑥
だ
ん
ら
く
を
読
み
ま
し
ょ
う
。

・
読
む
人 

二
～
三
人 

 

・
イ
ソ
ギ
ン
チ
ャ
ク 

一
人 

 

・
ク
マ
ノ
ミ 

一
人 

 

・
大
き
な
魚 

一
人 

 

・
小
さ
な
魚 

一
人 

学習の目標         「サンゴの海のイメージをふくらまそう。」 



第２学年 国語科 単元名「だいじなところに 気をつけて読もう（サンゴの海の生きものたち）」 4時間目 板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第２学年 国語科 単元名「だいじなところに 気をつけて読もう（サンゴの海の生きものたち）」 5時間目 板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※6 時間目は板書計画なし。 

第２学年 国語科 単元名「だいじなところに 気をつけて読もう（サンゴの海の生きものたち）」 7時間目 板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学習の目標 「ホンソメワケベラと大きな魚たちのかかわり合いを知り，ひょうや絵でまとめよう。」 

 

学習の目標    「本を読んで，生きもの図かんにのせたい海の生きものをきめよう。」 

 

六 

だ
い
じ
な
と
こ
ろ
に
気
を
つ
け
て
読
も
う

「
サ
ン
ゴ
の
海
の
生
き
も
の
た
ち
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

も
と
か
わ 

た
つ
お

六 

だ
い
じ
な
と
こ
ろ
に
気
を
つ
け
て
読
も
う

「
サ
ン
ゴ
の
海
の
生
き
も
の
た
ち
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

も
と
か
わ 

た
つ
お

六 

だ
い
じ
な
と
こ
ろ
に
気
を
つ
け
て
読
も
う 

「
サ
ン
ゴ
の
海
の
生
き
も
の
た
ち
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

も
と
か
わ 

た
つ
お 

イ
ソ
ギ
ン
チ
ャ
ク
と
ク
マ
ノ
ミ
の
か
か
わ
り
合
い

を
、
ひ
ょ
う
や
絵
で
ま
と
め
よ
う
。 

 

ク
ラ
ス
で
話
し
合
っ
て
ひ
ょ
う
を
つ
く
り
ま
し
ょ

う
。 

イ
ソ
ギ
ン
チ
ャ
ク 

●
大
き
い 

●
細
長
い
た
く
さ
ん
の 

し
ょ
く
手 

●
し
ょ
く
手
に
は
、
ど
く
の 

は
り
が
あ
る
。 

●
小
さ
な
ど
う
ぶ
つ
を
つ 

か
ま
え
て
食
べ
て
い
る
。 

●
大
き
な
魚
は
、
イ
ソ
ギ
ン 

チ
ャ
ク
を
こ
わ
が
っ
て
、 

近
づ
か
な
い
。 

●
ク
マ
ノ
ミ
を
ま
も
っ
て 

 

い
る
。 

●
イ
ソ
ギ
ン
チ
ャ
ク
を
食 

べ
に
く
る
小
さ
な
魚
が 

い
る
。 

●
ク
マ
ノ
ミ
が
お
い
は
ら 

っ
て
く
れ
る
。 

ク
マ
ノ
ミ 

●
き
れ
い
な
オ
レ
ン
ジ
色 

の
魚
。 

●
さ
さ
れ
る
と
た
い
へ
ん 

●
体
が
、
ね
ば
ね
ば
し
た
え

き
で
お
お
わ
れ
て
い
る
。

●
だ
か
ら
、
さ
さ
れ
な
い
。

●
イ
ソ
ギ
ン
チ
ャ
ク
の
中 

に
い
れ
ば
あ
ん
ぜ
ん
。 

●
小
さ
な
魚
が
近
づ
い
て 

く
る
と
、
カ
チ
カ
チ
と
音

を
立
て
て
、
お
い
は
ら
っ

て
し
ま
う
。 

●
イ
ソ
ギ
ン
チ
ャ
ク
を
ま 

も
っ
て
い
る
。 

 

た
が
い
に
ま
も
り
合
っ
て
い
る
。 

ホ
ン
ソ
メ
ワ
ケ
ベ
ラ 

●
美
し
い
魚
。 

●
明
る
い
青
色
の
体
に
，
頭

 

か
ら
し
っ
ぽ
に
か
け
て 

 

黒
い
す
じ
が
一
本
あ
る
。

●
体
の
長
さ
は
、
十
二
セ
ン

チ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
。 

●
小
さ
い
魚
。 

●
大
き
な
魚
の
口
の
中
に 

入
っ
て
い
く
。 

●
大
き
な
魚
に
は
食
べ
ら 

れ
な
い
。 

●
そ
う
じ
魚
と
よ
ば
れ
て 

い
る
。 

●
た
だ
，
そ
う
じ
を
し
て
い

 

る
わ
け
で
は
な
い
。 

●
そ
う
じ
を
し
て
と
っ
た 

虫
が
、
食
べ
も
の
に
な 

る
。

大
き
な
魚
た
ち 

●
大
き
な
魚
た
ち
は
、
体
や

 

口
の
中
に
つ
い
た
虫
を
、

 

ホ
ン
ソ
メ
ワ
ケ
ベ
ラ
が 

 

と
っ
て
、
き
れ
い
に
そ
う

 

じ
し
て
く
れ
る
の
を
知 

 

っ
て
い
る
。 

●
ホ
ン
ソ
メ
ワ
ケ
ベ
ラ
を 

 

食
べ
な
い
。 

ホ
ン
ソ
メ
ワ
ケ
ベ
ラ
と
大
き
な
魚
た
ち
の
か
か
わ

り
合
い
を
知
り
、
ひ
ょ
う
や
絵
で
ま
と
め
よ
う
。 

 

ク
ラ
ス
で
話
し
合
っ
て
ひ
ょ
う
を
つ
く
り
ま
し
ょ

う
。

⑦
～
⑨
の
だ
ん
ら
く
を
読
み
ま
し
ょ
う
。 

た
く
さ
ん
の
生
き
も
の
た
ち
が
、
さ
ま
ざ
ま
に
か

か
わ
り
合
っ
て
く
ら
し
て
い
る
。 

本
を
読
ん
で
、
生
き
も
の
図
か
ん
に
の
せ
た
い
海
の

生
き
も
の
を
き
め
よ
う
。 

 

り
ゆ
う
を
考
え
な
が
ら
、
え
ら
び
ま
し
ょ
う
。 

書
い
た
ら
い
い
と
思
う
こ
と
。

 

●
名
前 

 

●
大
き
さ 

 

●
食
べ
る
も
の 

 

●
ど
こ
に
す
ん
で
い
る
か 

 

●
と
く
ち
ょ
う 

 

●
た
す
け
あ
っ
て
い
る
こ
と 

 

●
絵
や
図 

 

 
（カードの例） 

学習の目標    「イソギンチャクとクマノミのかかわり合いを，ひょうや絵でまとめよう。」 



第２学年 国語科 単元名「だいじなところに 気をつけて読もう（サンゴの海の生きものたち）」 8時間目 板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※9，10 時間目は板書計画なし。 

第２学年 国語科 単元名「だいじなところに 気をつけて読もう（サンゴの海の生きものたち）」 11 時間目 板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
●
て
い
ね
い
に
か
け
て
い
る
。 

 

●
絵
が
き
れ
い
な
方
が
い
い
。 

 

●
み
ん
な
が
「
へ
ぇ
」
と
か
ん
し
ん
す
る
よ
う
な
こ

と
。 

 

●
く
わ
し
く
書
か
れ
て
い
る
方
が
い
い
。 

六 

だ
い
じ
な
と
こ
ろ
に
気
を
つ
け
て
読
も
う

「
サ
ン
ゴ
の
海
の
生
き
も
の
た
ち
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

も
と
か
わ 

た
つ
お

み
ん
な
が
楽
し
め
る
ず
か
ん
は
、
ど
ん
な
ず
か
ん
か

考
え
よ
う
。 

 

ど
ん
な
こ
と
に
気
を
つ
け
て
ず
か
ん
を
か
い
た
ら

い
い
か
な
。 

学習の目標       「たくさんの人に読んでもらえる方ほうを考えよう。」 

 六 

だ
い
じ
な
と
こ
ろ
に
気
を
つ
け
て
読
も
う

「
サ
ン
ゴ
の
海
の
生
き
も
の
た
ち
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

も
と
か
わ 

た
つ
お

た
く
さ
ん
の
人
に
読
ん
で
も
ら
え
る
方
ほ
う
を
考

え
よ
う
。 

 

読
ん
で
く
れ
る
人
の
気
も
ち
に
な
っ
て
考
え
よ
う
。

●
じ
ど
う
し
ゅ
う
会
で
し
ょ
う
か
い
し
て
も
ら
う
。

   

●
き
ゅ
う
食
ほ
う
そ
う
で
、
ほ
う
そ
う
し
て
も
ら

う
。 
   

●
ポ
ス
タ
ー
を
つ
く
る
。 

   

●
朝
の
時
間
に
、
ク
ラ
ス
を
ま
わ
る
。 

   
●
か
ん
そ
う
を
書
け
る
ノ
ー
ト
を
よ
う
い
す
る
。 

学習の目標    「生きものカードを，どんなことに気をつけて書いたらよいか考えよう。」 


